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花づくりや花壇の管理は誰がどのように行っていますか

　日頃の管理は私が行っていますが、花後の剪定、秋の植え替え時は妻の協力

で行っています。妻も花が大好きで我が子の様に可愛いがっています。花に興

味を持ったのは２３年前で、本格的に取り組んだのは平成１５年より、オープ

ンガーデンとして皆さんに開放してからです。紫陽花だけでなく、桜、シャク

ナゲ、ローバイなど季節に合った花を楽しんでいます。

ご近所や関係者の反応はどうですか、またどのような交流が拡がっていますか

　オープンガーデンとして年中解放。近所の子供さんやお母さん方は、まるで

公園の様だと大好評です。紫陽花を主に現在３００種・約１１００株を育てて

います。近年ＳＮＳの影響で和歌山、岩出、紀の川市方面、特に大阪からの来

園者が増え、関西でこれだけの品種が見られるのはここだけと大好評です。一

般の来園者以外老人施設や、医療関係機関の入所者の方々も多く花を通じて心

を癒やしてくれる事は何より嬉しく思っています。今年から有田広域観光のＰ

ＲでYouTubeで取り上げてくれてます。


